
２
２
）７
７
１
１
。

問
綾
部
警
察
署

　☎
n（
43
）０
１
１
０

　平
成
30
年
８
月
末
現
在
、
全
国

の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い

る
人
は
約
６
６
０
人
。「
指
名
手

配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
掛

け
た―

」な
ど
、わ
ず
か
な
こ
と
で

も
警
察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
綾
部
警
察
署

　☎
n（
43
）０
１
１
０

　勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
は

「
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）」
の
退
職
金
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。
過

去
に
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
人

は
、
林
退
共
に
加
入
し
て
い
た
か

ど
う
か
も
含
め
て
調
べ
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　り
災
し
た
共
済
契
約
者
と
被
共

済
者
に
対
し
、
共
済
手
帳
の
紛
失

や
退
職
金
の
請
求
な
ど
各
種
手
続

き
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
で
き

る
限
り
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

最
寄
り
の
支
部
か
本
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

や
市
民
の
皆
さ
ん
も
多
数
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

対
象
／
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
日
時
／
平
成
31
年
１
月

13
日（
日
）午
後
１
時
〜
２
時
30
分

（
受
付
は
正
午
か
ら
）。
場
所
／
中

丹
文
化
会
館
（
里
町
）。
内
容
／

二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
２
分
の

１
成
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
犯
罪

被
害
者
週
間
で
す
。
犯
罪
被
害
者

や
そ
の
家
族
は
、
精
神
的
な
シ
ョ

ッ
ク
や
生
活
面
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
解
消
・
緩
和
す
る
に
は
、
周

り
の
人
の
理
解
や
共
感
が
必
要
で

す
。
被
害
者
の
そ
ば
に
い
る
だ
け

で
支
援
へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

相
談
先
／
府
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０（
60
）７
８
３

０
、
府
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１
２
０

（
78
）３
９
７
４
、
京
都
性
暴
力
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
京
都
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
）☎
０
７
５（
２

金
曜
日
の
収
集
地
域
）、
中
筋
、

西
八
田
、
東
八
田
の
各
地
区
。

問
環
境
保
全
課

　☎（
42
）１
４
８
９

　n（
43
）２
８
４
０

　市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋

や
土
地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど

把
握
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
や
土
地
の
用
途
変
更
は
、
税

務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

　市
は
、
自
立
し
て
人
生
を
歩
も

う
と
す
る
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す

た
め
「
平
成
31
年
第
68
回
綾
部
市

成
人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
個
人

あ
て
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族

問
同
機
構

　☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

　n
０
３（
６
７
３
１
）２
８
９
０

　市
精
神
保
健
家
族
会
は
、
こ
こ

ろ
の
病
に
つ
い
て
学
ぶ
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
、

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
２
日（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

対
象
／
こ
こ
ろ
の
病
を
持
っ
て
い

る
人
と
そ
の
家
族
、
こ
こ
ろ
の
病

に
関
心
の
あ
る
人
。
講
師
／
府
中

丹
東
保
健
所
福
祉
室
、
石
原
智
さ

ん
（
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
）。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　七
夕
の
集
い
実
行
委
員
会
は
、

７
月
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
延
期
し

て
い
た
「
七
夕
の
集
い
」
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
は
無
料
、
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

日
時
／
12
月
４
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
。
場
所
／
も
の
づ
く

り
交
流
館
（
青
野
町
）。
内
容
／

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
み
ん
な
が
幸
せ

幼
児
（
３
年
保
育
）。
申
込
み
／

12
月
３
日（
月
）か
ら
17
日（
月
）ま

で
に
、
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
入
園

願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
願

書
は
各
幼
稚
園
と
学
校
教
育
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
各
園
と
も
預

か
り
保
育
が
利
用
で
き
ま
す
。
な

お
、
申
込
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
）
と
書
類
を
提
出
す
る
人

の
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）、
印
鑑
が
必
要
で

す
。
保
育
料
／
各
世
帯
の
収
入
に

応
じ
て
決
定
。
ひ
と
り
親
世
帯
、

障
害
者
（
児
）
の
い
る
世
帯
、
第

２
子
、
第
３
子
な
ど
の
減
免
・
軽

減
制
度
が
あ
り
ま
す
。夏
季
保
育
・

預
か
り
保
育
／
各
園
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
綾
部
幼
稚
園
☎（
42
）０
９
３
０

問
八
田
幼
稚
園
☎（
44
）０
０
１
２

問
学
校
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
３

　11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
５
６
５
人
（
男
１

５
６
６
６
、
女
１
６
８
９
９
）。

世
帯
数
は
１
３
７
７
６
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

15
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

者
が
教
育
を
希
望
す
る
幼
児
は
認

定
こ
ど
も
園
の
み
受
け
入
れ
可
）。

申
込
み
／
12
月
３
日（
月
）か
ら
17

日（
月
）ま
で
に
民
生
児
童
課
か
各

園
へ
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
同
課
と
各
園

で
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
時

に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）
と

書
類
を
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認

に
必
要
な
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）、
印
鑑
が
必
要
で
す
。
選
考

／
３
月
上
旬
に
決
定
し
、
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。
保
育
料
／
各

世
帯
の
市
民
税
課
税
額
に
応
じ
て

決
定
。
ひ
と
り
親
世
帯
、
障
害
者

（
児
）
の
い
る
世
帯
、
多
子
世
帯

な
ど
に
対
す
る
減
免
・
軽
減
制
度

が
あ
り
ま
す
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）４
２
５
２

　市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月

以
降
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
／
綾
部
幼
稚
園
＝
平
成
25
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
26
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の

幼
児
。
八
田
幼
稚
園
＝
平
成
25
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
28
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の

に
生
き
る
社
会
の
た
め
に
」、
手

話
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
。

問
同
実
行
委
員
会
（
安
村
さ
ん
）

　☎
n（
21
）２
６
３
４

　危
険
物
を
取
り
扱
う
た
め
に
必

要
な
資
格
「
危
険
物
取
扱
者
」
の

試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
平
成
31
年
２
月
３
日

（
日
）。
場
所
／
府
立
中
丹
勤
労
者

福
祉
会
館
（
福
知
山
市
）。
書
面

申
請
期
間
／
12
月
21
日（
金
）〜
平

成
31
年
１
月
７
日（
月
）。
申
請
用

紙
は
、
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

　☎（
42
）０
１
１
９

　n（
43
）１
４
８
３

　市
は
、
来
年
４
月
以
降
に
入
園

す
る
認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園

児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ

り
保
育
を
必
要
と
す
る
５
歳
ま
で

の
乳
幼
児
、
保
護
者
が
教
育
を
希

望
す
る
３
〜
５
歳
の
幼
児
（
保
護

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406
イ

　市
は
、
12
月
29
日（
土
）と
30
日

（
日
）の
２
日
間
「
燃
や
し
て
処
理

す
る
ご
み
」
の
特
別
収
集
を
行
い

ま
す
。
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
市
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

所
定
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、
30
日

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
粗
大
ご
み

は
有
料
で
す
。
時
間
は
、
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
と
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
。
30
日
は
午
後
３
時

ま
で
で
す
。

　年
始
は
、
１
月
４
日
か
ら
ご
み

収
集
を
行
い
ま
す
。「
燃
や
し
て

処
理
す
る
ご
み
」
の
収
集
日
に
あ

た
っ
て
い
る
地
域
は
、
集
積
所
に

ほ
か
の
ご
み
が
混
在
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

29
日
の
収
集
地
域
／
綾
部
地
区

（
月
、
木
曜
日
の
収
集
地
域
）、
豊

里
、物
部
、志
賀
郷
、吉
美
、山
家
、

口
上
林
、
中
上
林
、
奥
上
林
、
七

百
石
（
大
谷
）
の
各
地
区
。
30
日

の
収
集
地
域
／
綾
部
地
区
（
火
、

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

第
68
回
綾
部
市
成
人
式

第
３
回
七
夕
の
集
い

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

認
定
こ
ど
も
園
児・保
育
園
児

幼
稚
園
児

こ
こ
ろ
の
病
市
民
公
開
講
座

犯
罪
被
害
者
週
間

指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
に
協
力
を

林
退
共
制
度
の
確
認
を

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☎
＝
電
話
　n
＝
フ
ァ
ク
ス
　
　  

（
市
役
所
は
９
面
左
上
）

人
口
・
火
災

8広報あやべ　　　　　　 第757号9 広報あやべ　　　　　　 第757号

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
、

土
地
の
用
途
変
更
は
連
絡
を

募 

集

※職種  介護職員、生活支援員、管理栄養士、調理員等
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※2018年度中 採用の介護職員・生活支援員も
　同時募集しています。

2019年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

※テーブル席は要予約となります（16名様）
日時：12月18日（火） 午後２時開演

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます
赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶悠々
TEL 0773（42）0425
綾部市本町2丁目3

今年もお届けします♪

クリスマス
コンサート

ホームペルパー
大募集！
訪問介護のパイオニア

応募・お問い合わせは、
ミストラル介護センター

20ー2221京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

前売り

①10：30 ②14：00 ③18：00

1,300円
800円

大人～高校生
小人

終わった人

中丹映画大好き劇場

12月1日土

第42回モントリオール世界映画祭
最優秀男優賞 受賞

出演：鷲山かおり

サ
ン
カ
ク
人
間

　夏
目
漱
石
が
名
著
『
吾
輩
は

猫
で
あ
る
』
に
遺
し
た
一
節
に

「
金
を
作
る
に
は
三
角
術
を
使

わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
義
理

を
か
く
、
人
情
を
か
く
、
恥
を

か
く…

こ
れ
で
サ
ン
カ
ク
」
と

あ
る
。
急
激
に
近
代
化
を
突
き

進
む
明
治
の
日
本
に
は
、
富
裕

な
実
業
家
の
階
級
と
日
々
の
暮

ら
し
に
も
窮
す
る
貧
困
層
と
に

大
き
な
格
差
が
生
ま
れ
て
い
た
。

漱
石
は〝
猫
の
目
〞
を
通
し
た

小
説
世
界
で
、
変
節
す
る
社
会

の
不
条
理
を
痛
烈
に
風
刺
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　と
こ
ろ
で
、
ロ
ン
ド
ン
・
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
リ
ン
ダ
・

グ
ラ
ッ
ト
ン
教
授
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
『
ラ
イ
フ
・
シ
フ
ト―

１

０
０
年
時
代
の
人
生
戦
略
』
に

よ
る
と
、
こ
の
ま
ま
寿
命
が
延

び
る
と
２
０
０
７
年
生
ま
れ
の

大
半
が
百
歳
以
上
生
き
る
と
の

こ
と
。
そ
う
な
る
と
従
来
の
３

つ
の
人
生
ス
テ
ー
ジ
と
言
わ
れ

る
、「
教
育
・
勤
労
・
引
退
」
の

分
け
方
は
機
能
せ
ず
、
一
人
一

人
異
な
る
多
様
な
人
生
設
計
が

必
要
と
な
り
、
そ
こ
で
は
従
来

価
値
の
あ
っ
た
現
金
や
不
動
産

な
ど
有
形
資
産
よ
り
も
無
形
資

産
が
重
要
に
な
る
と
い
う
。
こ

こ
で
い
う
無
形
資
産
と
は
「
自

己
実
現
す
る
た
め
の
技
術
や
知

識
」
あ
る
い
は
「
仲
間
と
の
交

流
」「
ワ
ク
ワ
ク
感
な
ど
の
情

熱
」
を
意
味
し
、
そ
し
て
義
理

と
人
情
と
礼
節
が
人
生
百
年
を

豊
か
に
す
る
と
説
い
て
い
る
。

１
０
０
年
前
に
漱
石
が
痛
罵
し

た〝
サ
ン
カ
ク
人
間
〞と
は
ま
さ

に
真
逆
の
人
生
観
と
い
え
よ
う
。

　俳
優
菅
原
文
太
氏
が
生
前
に

本
市
を
訪
れ
た
際
、
美
し
く
広

が
る
里
山
風
景
を
前
に
「
こ
の

ま
ち
に
は
品
格
が
あ
り
ま
す
ね
」

と
呟
い
た
と
い
う
。
人
生
百
年

を
逆
サ
ン
カ
ク
に
彩
る
舞
台
が

こ
こ
故
郷
に
は
、
在
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

つ
う  

ば

の
こ

つ
ぶ
や

あ
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市
は
11
月
１
日
、
聴
覚
や
言
語

障
害
な
ど
、
音
声
通
話
が
困
難
な

人
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

簡
易
な
画
面
操
作
で
、
１
１
９
番

通
報
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
開
始
。
外
出
先
で
も
通

報
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
国
内

な
ら
ど
こ
か
ら
で
も
、
１
１
９
番

通
報
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
利
用
し
て
、
自
分
の

位
置
を
簡
単
に
伝
え
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
写
真
で
現
場
の

状
況
を
伝
え
る
こ
と
も
可
能
。
消

防
か
ら
発
信
す
る
気
象
情
報
や
避

難
情
報
を
、
メ
ー
ル
で
受
け
取
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
本
年
４
月

に
施
行
し
た
「
手
話
言
語
の
確
立

及
び
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

に
伴
い
導
入
し
た
も
の
で
す
。
音

声
通
話
が
困
難
な
人
は
、
こ
れ
ま

で
フ
ァ
ク
ス
か
ら
し
か
通
報
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
障
害
が
あ
る
人
も

安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し

ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
か
在
勤
、
在
学

で
、
聴
覚
や
言
語
障
害
な
ど
に
よ

り
、音
声
で
の
通
話
が
困
難
な
人
。

申
込
み
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
福
祉
課
か
消
防
本
部
の

窓
口
へ
。
そ
の
場
で
登
録
す
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

送
受
信
の
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付

き
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
携
帯
電

話
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　n（
42
）８
９
５
３

　消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　n（
43
）１
４
８
３

105

府
は
、
府
管
理
河
川
で
想
定
さ

れ
る
最
大
規
模
の
豪
雨
が
発
生
し

た
場
合
の
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

内
で
は
こ
の
ほ
ど
、
荒
倉
川
と
安

場
川
、
田
野
川
の
見
直
し
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
想
定
し

う
る
最
大
規
模
と
し
て
、
24
時
間

に
６
２
４
㍉
㍍
の
降
雨
量
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
地
盤
情
報

を
基
に
、
前
回
（
平
成
18
年
）
の

４
倍
の
精
度
で
予
測
。
浸
水
深
や

浸
水
面
積
が
増
加
し
ま
し
た
。

市
内
の
浸
水
深
は
、
最
大
で
約

４
・
１
㍍
。
こ
れ
は
、
家
の
２
階

部
分
ま
で
水
が
達
す
る
深
さ
で
す
。

実
際
の
洪
水
発
生
時
に
は
、
内
水

の
は
ん
濫
等
に
よ
り
、
想
定
以
上

の
深
さ
ま
で
浸
水
す
る
場
合
や
想

定
区
域
外
で
浸
水
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
今
回
公
表
さ
れ
た
区
域

図
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認

し
、
家
族
や
近
所
で
避
難
先
を
話

し
合
う
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

洪
水
時
の
円
滑
な
避
難
や
被
害

軽
減
に
つ
な
げ
る
た
め
に
作
成
さ

れ
る
「
浸
水
想
定
区
域
図
」。
区

域
内
の
土
地
利
用
や
家
の
建
設
等

が
制
限
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
由
良
川
の
同
図
は
、
平
成

28
年
に
国
が
公
表
。
府
管
理
河
川

分
は
、
府
が
作
成
し
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
見
直
し
は
、
平
成
27
年
の
水
防

法
改
正
を
受
け
た
も
の
。
本
年
５

月
に
は
、
犀
川
も
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
府
は
今
後
２
年
以
内
を
目

途
に
、
府
内
す
べ
て
の
河
川
で
同

図
を
見
直
す
計
画
で
す
。
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

着色部分が同区域。市も今後、今回の情報を基に
洪水ハザードマップを更新予定

簡単に操作できるように
分かりやすい画面で
作られています

最
大
４
㍍
以
上
も
浸
水

由
良
川
も
公
表
済
み

●国 由良川
https://www.kkr.mlit.go.jp/fukuchiyama/bousai/sinsui_kuikizu/kuikizu.html

●府 犀川、荒倉川、安場川、田野川
http://www.pref.kyoto.jp/sabo/kouzui_sinsui/kouzuisinsuisouteikuiki.html
府中丹東土木事務所（川糸町）で閲覧できます

浸水想定区域図（安場川）

想
定
最
大
規
模
の
降
雨
量
で
予
測

洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
見
直
し

洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
見
直
し

NET119緊急通報システムの
運用開始

NET119緊急通報システムの
運用開始

音声通話が困難な人に寄り添う音声通話が困難な人に寄り添う

画
面
操
作
し
文
字
で
通
報

事
前
登
録
が
必
要

地図データで場所を
伝えられます

文字で消防に現場の状況を
伝えることができます

対象者に登録説明会も行われました

登録者の声登録者の声

長 尾 淑 子 さん
（睦寄町）

　聴覚障害のため、今まで通報する機会はなく、
もしもの際は一緒に住んでいる夫に頼むか、離れ
　　　　　　　　て暮らしている娘かご近所の方
　　　　　　　　にメールで伝えようと考えてい
　　　　　　　　ました。しかし、夫も80歳で
　　　　　　　　足腰が弱くなってきています。
　　　　　　　　雪ですべりやすくなる冬を前に、
　　　　　　　　音声ではなく文字で通報できる
　　　　　　　　　システムが始まり、とても安
　　　　　　　　　　　心していましています。

２
２
）７
７
１
１
。

問
綾
部
警
察
署

　☎
n（
43
）０
１
１
０

　平
成
30
年
８
月
末
現
在
、
全
国

の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い

る
人
は
約
６
６
０
人
。「
指
名
手

配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
掛

け
た―

」な
ど
、わ
ず
か
な
こ
と
で

も
警
察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
綾
部
警
察
署

　☎
n（
43
）０
１
１
０

　勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
は

「
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）」
の
退
職
金
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。
過

去
に
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
人

は
、
林
退
共
に
加
入
し
て
い
た
か

ど
う
か
も
含
め
て
調
べ
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　り
災
し
た
共
済
契
約
者
と
被
共

済
者
に
対
し
、
共
済
手
帳
の
紛
失

や
退
職
金
の
請
求
な
ど
各
種
手
続

き
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
で
き

る
限
り
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

最
寄
り
の
支
部
か
本
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

や
市
民
の
皆
さ
ん
も
多
数
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

対
象
／
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
日
時
／
平
成
31
年
１
月

13
日（
日
）午
後
１
時
〜
２
時
30
分

（
受
付
は
正
午
か
ら
）。
場
所
／
中

丹
文
化
会
館
（
里
町
）。
内
容
／

二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
２
分
の

１
成
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
犯
罪

被
害
者
週
間
で
す
。
犯
罪
被
害
者

や
そ
の
家
族
は
、
精
神
的
な
シ
ョ

ッ
ク
や
生
活
面
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
解
消
・
緩
和
す
る
に
は
、
周

り
の
人
の
理
解
や
共
感
が
必
要
で

す
。
被
害
者
の
そ
ば
に
い
る
だ
け

で
支
援
へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

相
談
先
／
府
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０（
60
）７
８
３

０
、
府
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１
２
０

（
78
）３
９
７
４
、
京
都
性
暴
力
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
京
都
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
）☎
０
７
５（
２

金
曜
日
の
収
集
地
域
）、
中
筋
、

西
八
田
、
東
八
田
の
各
地
区
。

問
環
境
保
全
課

　☎（
42
）１
４
８
９

　n（
43
）２
８
４
０

　市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋

や
土
地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど

把
握
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
や
土
地
の
用
途
変
更
は
、
税

務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

　市
は
、
自
立
し
て
人
生
を
歩
も

う
と
す
る
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す

た
め
「
平
成
31
年
第
68
回
綾
部
市

成
人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
個
人

あ
て
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族

問
同
機
構

　☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

　n
０
３（
６
７
３
１
）２
８
９
０

　市
精
神
保
健
家
族
会
は
、
こ
こ

ろ
の
病
に
つ
い
て
学
ぶ
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
、

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
２
日（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

対
象
／
こ
こ
ろ
の
病
を
持
っ
て
い

る
人
と
そ
の
家
族
、
こ
こ
ろ
の
病

に
関
心
の
あ
る
人
。
講
師
／
府
中

丹
東
保
健
所
福
祉
室
、
石
原
智
さ

ん
（
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
）。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　七
夕
の
集
い
実
行
委
員
会
は
、

７
月
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
延
期
し

て
い
た
「
七
夕
の
集
い
」
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
は
無
料
、
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

日
時
／
12
月
４
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
。
場
所
／
も
の
づ
く

り
交
流
館
（
青
野
町
）。
内
容
／

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
み
ん
な
が
幸
せ

幼
児
（
３
年
保
育
）。
申
込
み
／

12
月
３
日（
月
）か
ら
17
日（
月
）ま

で
に
、
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
入
園

願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
願

書
は
各
幼
稚
園
と
学
校
教
育
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
各
園
と
も
預

か
り
保
育
が
利
用
で
き
ま
す
。
な

お
、
申
込
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
）
と
書
類
を
提
出
す
る
人

の
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）、
印
鑑
が
必
要
で

す
。
保
育
料
／
各
世
帯
の
収
入
に

応
じ
て
決
定
。
ひ
と
り
親
世
帯
、

障
害
者
（
児
）
の
い
る
世
帯
、
第

２
子
、
第
３
子
な
ど
の
減
免
・
軽

減
制
度
が
あ
り
ま
す
。夏
季
保
育
・

預
か
り
保
育
／
各
園
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
綾
部
幼
稚
園
☎（
42
）０
９
３
０

問
八
田
幼
稚
園
☎（
44
）０
０
１
２

問
学
校
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
３

　11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
５
６
５
人
（
男
１

５
６
６
６
、
女
１
６
８
９
９
）。

世
帯
数
は
１
３
７
７
６
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

15
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

者
が
教
育
を
希
望
す
る
幼
児
は
認

定
こ
ど
も
園
の
み
受
け
入
れ
可
）。

申
込
み
／
12
月
３
日（
月
）か
ら
17

日（
月
）ま
で
に
民
生
児
童
課
か
各

園
へ
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
同
課
と
各
園

で
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
時

に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）
と

書
類
を
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認

に
必
要
な
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）、
印
鑑
が
必
要
で
す
。
選
考

／
３
月
上
旬
に
決
定
し
、
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。
保
育
料
／
各

世
帯
の
市
民
税
課
税
額
に
応
じ
て

決
定
。
ひ
と
り
親
世
帯
、
障
害
者

（
児
）
の
い
る
世
帯
、
多
子
世
帯

な
ど
に
対
す
る
減
免
・
軽
減
制
度

が
あ
り
ま
す
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）４
２
５
２

　市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月

以
降
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
／
綾
部
幼
稚
園
＝
平
成
25
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
26
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の

幼
児
。
八
田
幼
稚
園
＝
平
成
25
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
28
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の

に
生
き
る
社
会
の
た
め
に
」、
手

話
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
。

問
同
実
行
委
員
会
（
安
村
さ
ん
）

　☎
n（
21
）２
６
３
４

　危
険
物
を
取
り
扱
う
た
め
に
必

要
な
資
格
「
危
険
物
取
扱
者
」
の

試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
平
成
31
年
２
月
３
日

（
日
）。
場
所
／
府
立
中
丹
勤
労
者

福
祉
会
館
（
福
知
山
市
）。
書
面

申
請
期
間
／
12
月
21
日（
金
）〜
平

成
31
年
１
月
７
日（
月
）。
申
請
用

紙
は
、
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

　☎（
42
）０
１
１
９

　n（
43
）１
４
８
３

　市
は
、
来
年
４
月
以
降
に
入
園

す
る
認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園

児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ

り
保
育
を
必
要
と
す
る
５
歳
ま
で

の
乳
幼
児
、
保
護
者
が
教
育
を
希

望
す
る
３
〜
５
歳
の
幼
児
（
保
護

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406
イ

　市
は
、
12
月
29
日（
土
）と
30
日

（
日
）の
２
日
間
「
燃
や
し
て
処
理

す
る
ご
み
」
の
特
別
収
集
を
行
い

ま
す
。
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
市
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

所
定
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、
30
日

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
粗
大
ご
み

は
有
料
で
す
。
時
間
は
、
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
と
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
。
30
日
は
午
後
３
時

ま
で
で
す
。

　年
始
は
、
１
月
４
日
か
ら
ご
み

収
集
を
行
い
ま
す
。「
燃
や
し
て

処
理
す
る
ご
み
」
の
収
集
日
に
あ

た
っ
て
い
る
地
域
は
、
集
積
所
に

ほ
か
の
ご
み
が
混
在
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

29
日
の
収
集
地
域
／
綾
部
地
区

（
月
、
木
曜
日
の
収
集
地
域
）、
豊

里
、物
部
、志
賀
郷
、吉
美
、山
家
、

口
上
林
、
中
上
林
、
奥
上
林
、
七

百
石
（
大
谷
）
の
各
地
区
。
30
日

の
収
集
地
域
／
綾
部
地
区
（
火
、

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

第
68
回
綾
部
市
成
人
式

第
３
回
七
夕
の
集
い

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

認
定
こ
ど
も
園
児・保
育
園
児

幼
稚
園
児

こ
こ
ろ
の
病
市
民
公
開
講
座

犯
罪
被
害
者
週
間

指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
に
協
力
を

林
退
共
制
度
の
確
認
を

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☎
＝
電
話
　n
＝
フ
ァ
ク
ス
　
　  

（
市
役
所
は
９
面
左
上
）

人
口
・
火
災
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
、

土
地
の
用
途
変
更
は
連
絡
を

募 

集

※職種  介護職員、生活支援員、管理栄養士、調理員等
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※2018年度中 採用の介護職員・生活支援員も
　同時募集しています。

2019年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

※テーブル席は要予約となります（16名様）
日時：12月18日（火） 午後２時開演

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます
赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶悠々
TEL 0773（42）0425
綾部市本町2丁目3

今年もお届けします♪

クリスマス
コンサート

ホームペルパー
大募集！
訪問介護のパイオニア

応募・お問い合わせは、
ミストラル介護センター

20ー2221京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

前売り

①10：30 ②14：00 ③18：00

1,300円
800円

大人～高校生
小人

終わった人

中丹映画大好き劇場

12月1日土

第42回モントリオール世界映画祭
最優秀男優賞 受賞

出演：鷲山かおり

サ
ン
カ
ク
人
間

　夏
目
漱
石
が
名
著
『
吾
輩
は

猫
で
あ
る
』
に
遺
し
た
一
節
に

「
金
を
作
る
に
は
三
角
術
を
使

わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
義
理

を
か
く
、
人
情
を
か
く
、
恥
を

か
く…

こ
れ
で
サ
ン
カ
ク
」
と

あ
る
。
急
激
に
近
代
化
を
突
き

進
む
明
治
の
日
本
に
は
、
富
裕

な
実
業
家
の
階
級
と
日
々
の
暮

ら
し
に
も
窮
す
る
貧
困
層
と
に

大
き
な
格
差
が
生
ま
れ
て
い
た
。

漱
石
は〝
猫
の
目
〞
を
通
し
た

小
説
世
界
で
、
変
節
す
る
社
会

の
不
条
理
を
痛
烈
に
風
刺
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　と
こ
ろ
で
、
ロ
ン
ド
ン
・
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
リ
ン
ダ
・

グ
ラ
ッ
ト
ン
教
授
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
『
ラ
イ
フ
・
シ
フ
ト―

１

０
０
年
時
代
の
人
生
戦
略
』
に

よ
る
と
、
こ
の
ま
ま
寿
命
が
延

び
る
と
２
０
０
７
年
生
ま
れ
の

大
半
が
百
歳
以
上
生
き
る
と
の

こ
と
。
そ
う
な
る
と
従
来
の
３

つ
の
人
生
ス
テ
ー
ジ
と
言
わ
れ

る
、「
教
育
・
勤
労
・
引
退
」
の

分
け
方
は
機
能
せ
ず
、
一
人
一

人
異
な
る
多
様
な
人
生
設
計
が

必
要
と
な
り
、
そ
こ
で
は
従
来

価
値
の
あ
っ
た
現
金
や
不
動
産

な
ど
有
形
資
産
よ
り
も
無
形
資

産
が
重
要
に
な
る
と
い
う
。
こ

こ
で
い
う
無
形
資
産
と
は
「
自

己
実
現
す
る
た
め
の
技
術
や
知

識
」
あ
る
い
は
「
仲
間
と
の
交

流
」「
ワ
ク
ワ
ク
感
な
ど
の
情

熱
」
を
意
味
し
、
そ
し
て
義
理

と
人
情
と
礼
節
が
人
生
百
年
を

豊
か
に
す
る
と
説
い
て
い
る
。

１
０
０
年
前
に
漱
石
が
痛
罵
し

た〝
サ
ン
カ
ク
人
間
〞と
は
ま
さ

に
真
逆
の
人
生
観
と
い
え
よ
う
。

　俳
優
菅
原
文
太
氏
が
生
前
に

本
市
を
訪
れ
た
際
、
美
し
く
広

が
る
里
山
風
景
を
前
に
「
こ
の

ま
ち
に
は
品
格
が
あ
り
ま
す
ね
」

と
呟
い
た
と
い
う
。
人
生
百
年

を
逆
サ
ン
カ
ク
に
彩
る
舞
台
が

こ
こ
故
郷
に
は
、
在
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

つ
う  

ば

の
こ

つ
ぶ
や

あ
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市
は
11
月
１
日
、
聴
覚
や
言
語

障
害
な
ど
、
音
声
通
話
が
困
難
な

人
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

簡
易
な
画
面
操
作
で
、
１
１
９
番

通
報
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
開
始
。
外
出
先
で
も
通

報
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
国
内

な
ら
ど
こ
か
ら
で
も
、
１
１
９
番

通
報
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
利
用
し
て
、
自
分
の

位
置
を
簡
単
に
伝
え
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
写
真
で
現
場
の

状
況
を
伝
え
る
こ
と
も
可
能
。
消

防
か
ら
発
信
す
る
気
象
情
報
や
避

難
情
報
を
、
メ
ー
ル
で
受
け
取
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
本
年
４
月

に
施
行
し
た
「
手
話
言
語
の
確
立

及
び
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

に
伴
い
導
入
し
た
も
の
で
す
。
音

声
通
話
が
困
難
な
人
は
、
こ
れ
ま

で
フ
ァ
ク
ス
か
ら
し
か
通
報
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
障
害
が
あ
る
人
も

安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し

ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
か
在
勤
、
在
学

で
、
聴
覚
や
言
語
障
害
な
ど
に
よ

り
、音
声
で
の
通
話
が
困
難
な
人
。

申
込
み
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
福
祉
課
か
消
防
本
部
の

窓
口
へ
。
そ
の
場
で
登
録
す
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

送
受
信
の
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付

き
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
携
帯
電

話
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　n（
42
）８
９
５
３

　消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　n（
43
）１
４
８
３
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府
は
、
府
管
理
河
川
で
想
定
さ

れ
る
最
大
規
模
の
豪
雨
が
発
生
し

た
場
合
の
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

内
で
は
こ
の
ほ
ど
、
荒
倉
川
と
安

場
川
、
田
野
川
の
見
直
し
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
想
定
し

う
る
最
大
規
模
と
し
て
、
24
時
間

に
６
２
４
㍉
㍍
の
降
雨
量
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
地
盤
情
報

を
基
に
、
前
回
（
平
成
18
年
）
の

４
倍
の
精
度
で
予
測
。
浸
水
深
や

浸
水
面
積
が
増
加
し
ま
し
た
。

市
内
の
浸
水
深
は
、
最
大
で
約

４
・
１
㍍
。
こ
れ
は
、
家
の
２
階

部
分
ま
で
水
が
達
す
る
深
さ
で
す
。

実
際
の
洪
水
発
生
時
に
は
、
内
水

の
は
ん
濫
等
に
よ
り
、
想
定
以
上

の
深
さ
ま
で
浸
水
す
る
場
合
や
想

定
区
域
外
で
浸
水
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
今
回
公
表
さ
れ
た
区
域

図
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認

し
、
家
族
や
近
所
で
避
難
先
を
話

し
合
う
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

洪
水
時
の
円
滑
な
避
難
や
被
害

軽
減
に
つ
な
げ
る
た
め
に
作
成
さ

れ
る
「
浸
水
想
定
区
域
図
」。
区

域
内
の
土
地
利
用
や
家
の
建
設
等

が
制
限
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
由
良
川
の
同
図
は
、
平
成

28
年
に
国
が
公
表
。
府
管
理
河
川

分
は
、
府
が
作
成
し
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
見
直
し
は
、
平
成
27
年
の
水
防

法
改
正
を
受
け
た
も
の
。
本
年
５

月
に
は
、
犀
川
も
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
府
は
今
後
２
年
以
内
を
目

途
に
、
府
内
す
べ
て
の
河
川
で
同

図
を
見
直
す
計
画
で
す
。
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

着色部分が同区域。市も今後、今回の情報を基に
洪水ハザードマップを更新予定

簡単に操作できるように
分かりやすい画面で
作られています

最
大
４
㍍
以
上
も
浸
水

由
良
川
も
公
表
済
み

●国 由良川
https://www.kkr.mlit.go.jp/fukuchiyama/bousai/sinsui_kuikizu/kuikizu.html

●府 犀川、荒倉川、安場川、田野川
http://www.pref.kyoto.jp/sabo/kouzui_sinsui/kouzuisinsuisouteikuiki.html
府中丹東土木事務所（川糸町）で閲覧できます

浸水想定区域図（安場川）

想
定
最
大
規
模
の
降
雨
量
で
予
測

洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
見
直
し

洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
見
直
し

NET119緊急通報システムの
運用開始

NET119緊急通報システムの
運用開始

音声通話が困難な人に寄り添う音声通話が困難な人に寄り添う

画
面
操
作
し
文
字
で
通
報

事
前
登
録
が
必
要

地図データで場所を
伝えられます

文字で消防に現場の状況を
伝えることができます

対象者に登録説明会も行われました

登録者の声登録者の声

長 尾 淑 子 さん
（睦寄町）

　聴覚障害のため、今まで通報する機会はなく、
もしもの際は一緒に住んでいる夫に頼むか、離れ
　　　　　　　　て暮らしている娘かご近所の方
　　　　　　　　にメールで伝えようと考えてい
　　　　　　　　ました。しかし、夫も80歳で
　　　　　　　　足腰が弱くなってきています。
　　　　　　　　雪ですべりやすくなる冬を前に、
　　　　　　　　音声ではなく文字で通報できる
　　　　　　　　　システムが始まり、とても安
　　　　　　　　　　　心していましています。
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

「在宅療養」を語ろう
■日 12月1日（土）■時 14：00～17：00
■場 Ｉ・Ｔビル（西町一丁目）
■問 高齢者支援課☎（42）4262

葉ぼたん寄せ植え体験
■日 12月2日（日）■時 10：00～12：00
■場 市民センター（並松町）
※定員20人。参加費2,500円
■申 ■問 シルバー人材センター
　☎（42）9030　n（42）9029

糖尿病教室
■日 12月3日（月）＝試食会
■時 12：30～14：30
■日 12月17日（月）
■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）
※試食会は申し込み、実費必要
■問 市立病院
　☎（43）0123　n（42）7870

がんサロン
■日 12月6日（木）■時 14：00～15：00
■場 市立病院（青野町）
※内容は「ものづくりをしながら
語り合おう」
■申 ■問 市立病院
　☎（43）0123　n（43）0246

腎臓病教室
■日 12月7日（金）
■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）

その家族対象。持ち物は母子健
康手帳

■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

離乳食講座
■日 12月21日（金）■時 9：45～11：45
■場 保健福祉センター（青野町）
※生後5～11か月の乳児の保護者
対象。持ち物は母子健康手帳、
エプロン、三角巾、手拭き、お
んぶひも
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

第26回市民葉ぼたん展
■日 12月7日（金）～10日（月）
■時 9：00～17：00※10日は15：00まで
■場 あやべグンゼスクエア（青野町）
■問 シルバー人材センター
　☎（42）9030　n（42）9029

認知症を理解し、地域で支える
特別講演会
■日 12月8日（土）■時 10：00～11：30
■場 Ｉ・Ｔビル（西町一丁目）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

第32回中丹文化芸術祭 扇の彩り
■日 12月9日（日）■時 13：00～
■場 中丹文化会館（里町）
※入場料1,000円、高校生以下500円
■問 中丹文化事業団
　☎（42）7705　n（42）7783

喫茶シボラ
■日 12月10日（月）
■時 13：00～15：30
■場 高津公会堂（高津町）
※参加費100円。あやべ作業所な
どの製品販売あり
■問 あやべボランティア総合センター
　☎（40）1388　n（40）1389

■問 市立病院
　☎（43）0123　n（42）7870

レクリエーション体験教室
■日 12月8日（土）■時 9：15～11：45
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費30円。定員30人
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

そば粉ひき体験とそば打ち交流会
■日 12月8日（土）■時 10：00～14：00
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,000円
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

介護者家族教室
■日 12月11日（火）■時 12：00～14：00
■場 保健福祉センター（青野町）
※参加費はランチ代510円
■申 ■問 高齢者支援課☎（42）4262

里山そば打ち教室「すみか」
■日 12月12日（水）
■時 9：30～、13：30～
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,700円（試食代込）
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

ぷくぷくひろば
■日 12月18日（火）
■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※妊婦、産後6か月までの産婦と

英語でクリスマス会
■日 12月16日（日）■時 13：00～15：00
■場 宮代コミュニティセンター（宮代町）
■申 ■問 綾部国際交流協会英語部
　☎（42）5850

育児相談
■日 12月4日（火）
■時 10：00～11：00受付
■場 保健福祉センター（青野町）
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

女性相談
■日 12月5日（水）■時 13：20～16：10
■場 あいセンター（西町一丁目）
■申 ■問 あいセンター☎n（42）1801

人権週間特設人権相談
■日 12月10日（月）■時 10：00～15：00
■場 Ｉ・Ｔビル（西町一丁目）
■申 ■問 人権推進課☎（42）4249

耳のこと相談
■日 12月11日（火）■時 13：00～15：00
■場 ふれあいセンター（大島町）
■申 ■問 綾部市聴覚言語障害者支援セ
　ンター☎（40）1260  n（40）1261

交通事故相談
■日 12月12日、26日（水）
■時 9：00～11：30、13：00～16：00
■場 府福知山総合庁舎（福知山市）
■問 市民協働課☎（42）4248

健康相談・栄養相談
■日 12月17日（月）■時 9：30～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

調停相談
■日 12月19日（水）
■時 9：30～12：00

あいセンター
■日 12月2日（日）■時 9：00～18：00
■場 西町一丁目☎n（42）1801
総合運動公園第２体育館
■日 12月9日（日）■時 9：00～17：00
■場 上杉町☎（44）0990 n（44）0991
市民センター競技場
■日 12月16日（日）■時 8：30～17：00
■場 並松町☎（42）1320 n（43）2964

本庁舎
■日 12月6、13、20、27日（木）
■時 19：00まで
※戸籍・国保関係の届出、各種証
明書の発行
■問 市民・国保課
　☎（42）4245、（42）4246
※税・料金の納入（納付書必要）
■問 会計課☎（42）4288
保健福祉センター
■日 12月13、27日（木）
■時 19：00まで
※妊娠届、予防接種予診票発行、
健康診断申し込みなど
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

《社会福祉事業基金に》
　前田道子（寺町）　　　３千円
　竹内早智子（栗町）　　３千円
《市立小中学校に》
　京都銀行（京都市）

トイレットペーパー1,528巻
《災害支援に》
　寄付金等　　27件  248万448円
《ふるさと納税》

119件　375万5千円

■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

行政相談
■日 12月20日（木）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター
■問 市民協働課☎（42）4248

法律・登記相談
■日 12月21日（金）■時 13：00～16：30
■場 市民ホール（宮代町）
■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

就職相談
■日 12月25日（火）■時 10：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※定員5人
■申 ■問 商工労政課☎（42）4264

成年後見相談
■日 12月26日（水）■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

税務相談（税理士会）
■日 12月26日（水）■時 13：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※2日前までに予約必要
■申 ■問 近畿税理士会福知山支部（中
　井税理士事務所内）☎（22）4114
　n（22）8070

多重債務相談（司法書士会）
■日 1月8日（火）■時 13：00～16：00
■場 市役所
※申し込みは12月25日（火）～28
　日（金）
■申 ■問 商工労政課☎（42）4263

■日 12月31日（月）■時 9：00～17：00
■場 やなぎはら歯科医院（青野町）
■問 やなぎはら歯科医院
　☎n（42）1278

くらしのメモ
■日 日程 ■時 時間 ■場 場所
■申 申し込み必要 ■問 問い合わせ先
☎電話 nファクス

12～１月上旬

講座・教室

相　　談

休日歯科診療当番

窓口延長

無料開放

催しなど

ご寄付ありがとうございました
10月受付分（敬称略）

セット 2,800円（税別）～

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

「在宅療養」を語ろう
■日 12月1日（土）■時 14：00～17：00
■場 Ｉ・Ｔビル（西町一丁目）
■問 高齢者支援課☎（42）4262

葉ぼたん寄せ植え体験
■日 12月2日（日）■時 10：00～12：00
■場 市民センター（並松町）
※定員20人。参加費2,500円
■申 ■問 シルバー人材センター
　☎（42）9030　n（42）9029

糖尿病教室
■日 12月3日（月）＝試食会
■時 12：30～14：30
■日 12月17日（月）
■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）
※試食会は申し込み、実費必要
■問 市立病院
　☎（43）0123　n（42）7870

がんサロン
■日 12月6日（木）■時 14：00～15：00
■場 市立病院（青野町）
※内容は「ものづくりをしながら
語り合おう」
■申 ■問 市立病院
　☎（43）0123　n（43）0246

腎臓病教室
■日 12月7日（金）
■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）

その家族対象。持ち物は母子健
康手帳

■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

離乳食講座
■日 12月21日（金）■時 9：45～11：45
■場 保健福祉センター（青野町）
※生後5～11か月の乳児の保護者
対象。持ち物は母子健康手帳、
エプロン、三角巾、手拭き、お
んぶひも

■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

第26回市民葉ぼたん展
■日 12月7日（金）～10日（月）
■時 9：00～17：00※10日は15：00まで
■場 あやべグンゼスクエア（青野町）
■問 シルバー人材センター
　☎（42）9030　n（42）9029

認知症を理解し、地域で支える
特別講演会
■日 12月8日（土）■時 10：00～11：30
■場 Ｉ・Ｔビル（西町一丁目）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

第32回中丹文化芸術祭 扇の彩り
■日 12月9日（日）■時 13：00～
■場 中丹文化会館（里町）
※入場料1,000円、高校生以下500円
■問 中丹文化事業団
　☎（42）7705　n（42）7783

喫茶シボラ
■日 12月10日（月）
■時 13：00～15：30
■場 高津公会堂（高津町）
※参加費100円。あやべ作業所な
どの製品販売あり

■問 あやべボランティア総合センター
　☎（40）1388　n（40）1389

■問 市立病院
　☎（43）0123　n（42）7870

レクリエーション体験教室
■日 12月8日（土）■時 9：15～11：45
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費30円。定員30人
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

そば粉ひき体験とそば打ち交流会
■日 12月8日（土）■時 10：00～14：00
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,000円
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

介護者家族教室
■日 12月11日（火）■時 12：00～14：00
■場 保健福祉センター（青野町）
※参加費はランチ代510円
■申 ■問 高齢者支援課☎（42）4262

里山そば打ち教室「すみか」
■日 12月12日（水）
■時 9：30～、13：30～
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,700円（試食代込）
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

ぷくぷくひろば
■日 12月18日（火）
■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※妊婦、産後6か月までの産婦と

英語でクリスマス会
■日 12月16日（日）■時 13：00～15：00
■場 宮代コミュニティセンター（宮代町）
■申 ■問 綾部国際交流協会英語部
　☎（42）5850

育児相談
■日 12月4日（火）
■時 10：00～11：00受付
■場 保健福祉センター（青野町）
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

女性相談
■日 12月5日（水）■時 13：20～16：10
■場 あいセンター（西町一丁目）
■申 ■問 あいセンター☎n（42）1801

人権週間特設人権相談
■日 12月10日（月）■時 10：00～15：00
■場 Ｉ・Ｔビル（西町一丁目）
■申 ■問 人権推進課☎（42）4249

耳のこと相談
■日 12月11日（火）■時 13：00～15：00
■場 ふれあいセンター（大島町）
■申 ■問 綾部市聴覚言語障害者支援セ
　ンター☎（40）1260  n（40）1261

交通事故相談
■日 12月12日、26日（水）
■時 9：00～11：30、13：00～16：00
■場 府福知山総合庁舎（福知山市）
■問 市民協働課☎（42）4248

健康相談・栄養相談
■日 12月17日（月）■時 9：30～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

調停相談
■日 12月19日（水）
■時 9：30～12：00

あいセンター
■日 12月2日（日）■時 9：00～18：00
■場 西町一丁目☎n（42）1801
総合運動公園第２体育館
■日 12月9日（日）■時 9：00～17：00
■場 上杉町☎（44）0990 n（44）0991
市民センター競技場
■日 12月16日（日）■時 8：30～17：00
■場 並松町☎（42）1320 n（43）2964

本庁舎
■日 12月6、13、20、27日（木）
■時 19：00まで
※戸籍・国保関係の届出、各種証
明書の発行

■問 市民・国保課
　☎（42）4245、（42）4246
※税・料金の納入（納付書必要）
■問 会計課☎（42）4288
保健福祉センター
■日 12月13、27日（木）
■時 19：00まで
※妊娠届、予防接種予診票発行、
健康診断申し込みなど

■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

《社会福祉事業基金に》
　前田道子（寺町）　　　３千円
　竹内早智子（栗町）　　３千円
《市立小中学校に》
　京都銀行（京都市）

トイレットペーパー1,528巻
《災害支援に》
　寄付金等　　27件  248万448円
《ふるさと納税》

119件　375万5千円

■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

行政相談
■日 12月20日（木）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター
■問 市民協働課☎（42）4248

法律・登記相談
■日 12月21日（金）■時 13：00～16：30
■場 市民ホール（宮代町）
■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

就職相談
■日 12月25日（火）■時 10：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※定員5人
■申 ■問 商工労政課☎（42）4264

成年後見相談
■日 12月26日（水）■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

税務相談（税理士会）
■日 12月26日（水）■時 13：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※2日前までに予約必要
■申 ■問 近畿税理士会福知山支部（中
　井税理士事務所内）☎（22）4114
　n（22）8070

多重債務相談（司法書士会）
■日 1月8日（火）■時 13：00～16：00
■場 市役所
※申し込みは12月25日（火）～28
　日（金）
■申 ■問 商工労政課☎（42）4263

■日 12月31日（月）■時 9：00～17：00
■場 やなぎはら歯科医院（青野町）
■問 やなぎはら歯科医院
　☎n（42）1278

くらしのメモ
■日 日程 ■時 時間 ■場 場所
■申 申し込み必要 ■問 問い合わせ先
☎電話 nファクス

12～１月上旬

講座・教室

相　　談

休日歯科診療当番

窓口延長

無料開放

催しなど

ご寄付ありがとうございました
10月受付分（敬称略）
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固
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億
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し
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か
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災
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事
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の
う
ち
、
４
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７
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本
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し
。
さ
ら
に
、
本
年
度
も
平
成
30

年
７
月
豪
雨
の
復
旧
に
、
過
去
５

年
分
の
災
害
復
旧
費
よ
り
も
多
額

の
予
算
を
計
上
。
財
政
が
圧
迫
さ

れ
、
当
面
は
災
害
復
旧
を
最
優
先

に
、
緊
縮
財
政
へ
と
舵
を
切
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計
10
会
計
は
、
歳
入
１

３
２
億
８
５
８
７
万
円
、
歳
出
１

３
０
億
９
１
０
９
万
円
＝
表
。
実

質
収
支
は
１
億
６
５
４
０
万
円

で
、
10
会
計
と
も
黒
字
ま
た
は
収

支
ゼ
ロ
で
し
た
。

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
の
う
ち

上
水
道
事
業
会
計
は
35
年
連
続
で

黒
字
。
病
院
事
業
会
計
は
、
２
年

連
続
赤
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
外

来
や
入
院
な
ど
の
医
業
収
支
は
改

善
し
ま
し
た
。

市
債
（
借
金
）
残
高
は
、
前
年

度
比
５
億
３
７
６
５
万
円
増
の
１

３
９
億
３
０
７
万
円
。
ま
た
、
基

金
（
貯
金
）
残
高
は
災
害
対
応
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
３
億
６
３

６
９
万
円
減
の
38
億
６
２
０
８
万

円
で
す
。
財
政
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
５
・
６

　悪
化

し
94
・
１
㌫
と
、
過
去
最
も
高
い

数
値
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
財
政
の
健
全
性
を
判
断

す
る
指
標
は
「
こ
れ
以
上
悪
化
す

る
と
危
険
」
と
さ
れ
る
基
準
を
下

回
り
、
す
べ
て
安
全
圏
。
実
質
公

債
費
比
率
は
、
同
基
準
25
㌫
に
対

し
10
・
４
㌫
で
、
過
去
最
も
低
い

数
値
で
し
た
。将
来
負
担
比
率
も
、

同
基
準
３
５
０
㌫
に
対
し
１
１

３
・
８
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
収
入
は
順
調
な
伸
び

当
面
は
緊
縮
財
政
へ

上
水
道
会
計
は
35
年
連
続
黒
字

続
く
貯
金
の
取
り
崩
し

※詳しくは「主要施策の報告書」で公表しています。
　ホームページや市役所情報公開コーナーでご覧ください。

経常収支比率
　率が低いほど自由に使える資金が多
いことを示す指標。一般財源に占める
福祉施策経費や人件費など義務的な経
費の割合です。

一般財源
　市の裁量で使える財源。市税収入や
国からの地方交付税などのことです。
使い方が定められている国庫支出金な
どの収入は特定財源といいます。

実質公債費比率
　借金の額が適正かどうかを判断する
数値。一般財源に占める借金返済額の
割合です。

将来負担比率
　市が将来的に負担しなければならな
い可能性のある、実質的な借金残高な
どを指標化したもの。一般会計に加え、
各特別会計や公社、第３セクターも含
めた借金などを基に算出します。

財政用語の解説

　市
の
平
成
29
年
度
各
会
計
決
算
案
が
10
月
26
日
、
市
議
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
歳
入
１
７
１
億
１
８
６
万

円
、
歳
出
１
７
０
億
７
７
２
９
万
円
。
残
額
か
ら
平
成
30
年
度

へ
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
１
０
３
８
万
円

で
、
46
年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
が
財
政
圧
迫

災
害
が
財
政
圧
迫

46
年
連
続
黒
字
も

平成29年度決算歳入歳出の状況（一般会計）

170億7,729万円

3,664万円

272万円

42億7,427万円

47億3,532万円

5億3,590万円

2,218万円

5億1,523万円

22億1,313万円

7億1,607万円

3,963万円

7億6,743万円

64億2,831万円

171億 186万円

3,664万円

401万円

42億8,389万円

48億8,004万円

5億4,567万円

2,218万円

5億1,523万円

22億4,251万円

7億1,607万円

3,963万円

8億2,245万円

63億8,465万円

一　般　会　計

病 院 事 業

歳　出歳　入区　　　　分

市 立 診 療 所 等

農林業者労働災害共済

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

駐 車 場

簡 易 水 道

下 水 道 事 業

地 域 排 水 事 業

住宅・工業団地事業

区　　　　分

公営企業会計
上水道事業

事 業 収 益 事 業 費 用

特
　
　別
　
　会
　
　計

平成29年度 会計別決算

市税
27.1％

その他
8.9％

地方交付税
26.5％

国庫支出金
11.8％

府支出金
9.9％

市債
10.7％

その他
 5.1％

歳　入

171億186万円

平成29年度主要施策成果マップ

自主財源 36.0％
依存財源 64.0％

歳　出

170億7,729万円

人件費
19.5％

物件費
13.9％

扶助費
18.2％ 補助費等

6.6％

公債費
8.0％

普通建設
事業費
14.6％

繰出金
15.6％

積立金 1.7％

災害復旧費 0.9％
その他 1.0％

排水ポンプ車を初導入 志賀郷公民館を地域の小さな拠点として改修

0

60

40

20

（億円）

H25 H26 H27 H28 H29

64.0
51.0 47.4 42.3 38.6

（年度）

基金（貯金）残高の推移

八田中学校の給食室を整備

上林出張所の整備

綾部中学校の給食室を整備

新第一浄水場の整備

ものづくり交流館の整備 上林分団本部詰所等の整備

ポ
イ
ン
ト

豪雨災害の復旧
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　市里山交流研修センター（鍛治屋町）が京都産業大学（大城光正学長）の交流
拠点「綾むすび館」として位置づけられ、10月28日に開所式が開かれました。
学生による市内での演習活動（フィールドワーク等）の拠点として活用されます。

てるまさ

56

「住んでよかった 住みたくなる…綾部発情報すくらんぶる」は、綾部市の施策・制度・イベント・名所・活躍する個人や団体…
など、綾部のホットな市政情報や旬の話題を幅広くお届けします。

同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
開
所

式
で
は
、
大
城
学
長
が
「
学
生
や

教
員
の
実
習
や
合
宿
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
し
て
地
域

に
寄
与
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
滋

野
浩
毅
・
現
代
社
会
学
部
教
授
の

ゼ
ミ
学
生
が
本
市
で
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
報
告
し
「
施
設
を
活
用

し
た
体
験
活
動
や
催
し
の
ほ
か
、

大
学
生
と
触
れ
合
う
機
会
の
な
い

小
・
中
学
生
と
の
交
流
を
し
て
い

き
た
い
」な
ど
と
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
市
も
の
づ
く
り
交

流
館
（
青
野
町
）
で
「
綾
む
す
び

わ
ざ
講
座
」
も
開
か
れ
、
前
府
知

事
で
学
長
補
佐
の
山
田
啓
二
・
法

学
部
教
授
が
「
海
の
な
い
海
の
京

都
」
と
題
し
て
講
演
。
山
崎
善
也

市
長
と
の
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も

行
わ
れ
ま
し
た
。山
田
教
授
は「
綾

部
は
京
都
市
か
ら
１
時
間
で
舞
鶴

港
も
近
く
、
高
速
道
路
・
鉄
道
の

結
節
点
。限
り
な
い
魅
力
が
あ
る
」

と
話
し
、
人
口
減
少
社
会
へ
の
対

応
と
し
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
説
き

ま
し
た
。

市
と
同
大
学
は
平
成
27
年
４
月
、

連
携
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を

締
結
。
以
降
▽
中
学
生
が
同
大
学

の
留
学
生
と
英
語
で
交
流
す
る

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」

▽
同
大
学
神
山
天
文
台
と
連
携
し

た
市
天
文
館
で
の
講
座
▽
山
崎
市

長
に
よ
る
大
学
生
へ
の
講
義―

な

ど
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
綾
む
す
び
館
」
の
名
称
は
、

同
大
学
名
の
「
産
業
」
の
「
む
す

び
わ
ざ
」
と
い
う
読
み
に
由
来
。

地
域
住
民
と
学
生
、
市
、
大
学
な

ど
を
「
む
す
び
」、
本
市
に
新
た

な
価
値
を
「
産
み
出
す
」
拠
点
と

な
る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

11
月
号

❖
本
市
で
の
演
習
活
動
の
拠
点

❖
平
成
27
年
の
協
定
が
発
展

12開所式と講座でそれぞれ活動報告
をした学生。「若くして地域貢献を考
え、課題解決しようとする姿勢に敬意
を表したい」と、山崎市長もエールを
送りました。3看板を掛ける大城学長
（左）と山崎市長

綾部の状況や人材育成の方法、
大学への期待などについて意見
を交わす山田教授（中央）と山
崎市長（右）

綾部の状況や人材育成の方法、
大学への期待などについて意見
を交わす山田教授（中央）と山
崎市長（右）

里山交流研修センターに
京都産業大学「綾むすび館」

講演には約120人が来場。
山田教授は分析した統計デ
ータを基に「海の京都」に
よる交流人口の変化などを
解説

講演には約120人が来場。
山田教授は分析した統計デ
ータを基に「海の京都」に
よる交流人口の変化などを
解説

1

2

3

こ
う
や
ま

第757号

11
平成30（2018）年平成30（2018）年広報あやべ

平成29年度決算
緊急通報システム運用開始
洪水浸水想定区域を見直し
移動絵画展・クリスマスバス

2
4
5
6

初めて座禅を体験した八田幼稚園の４、５歳児18人。
「少し緊張したけど気持ちがすっきりした」とにっこり。
10月24日、黒谷町の門徳寺で―。

初めての座禅。思わずにっこり


